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新
年
の
ご
挨
拶
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▲健康フェスタにご来場いただいた菊陽町𠮷本孝寿町長と
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2
0
2
5
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
の
干
支
は「
乙
巳（
き
の
と
み
）」で
す
。

「
乙
」は
未
だ
発
展
途
上
の
状
態
を
表
し
、「
巳
」は

植
物
が
最
大
限
ま
で
成
長
し
た
状
態
を
意
味
し
て

お
り
ま
す
。こ
の
組
み
合
わ
せ
は
、こ
れ
ま
で
の

努
力
や
準
備
が
実
を
結
び
始
め
る
時
期
を
意
味

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
去
る
2
0
2
4
年
11
月
17
日
に《
健
康
寿
命
を

の
ば
そ
う
》を
テ
ー
マ
と
し
て
当
院
で
2
回
目
と

な
る「
く
ま
り
は
健
康
フェス
タ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
を
上
回
る
約
6
0
0
名
の
方
に
来
場
い
た
だ

き
大
変
盛
況
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。フ
ェ

ス
タ
で
は
医
療
と
健
康
講
座
を
あ
わ
せ
て
開
催

し
た
の
で
す
が
、講
座
を
担
当
し
た
当
院
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
・
低
栄
養
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
吉
村
芳
弘
の

講
演
の
中
で
、今
や
国
民
的
ア
ニ
メ
で
あ
る「
サ
ザ
エ

さ
ん
」に
ま
つ
わ
る
平
均
寿
命
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

漫
画「
サ
ザ
エ
さ
ん
」は
1
9
4
6
年
に
地
方
紙
で

連
載
が
ス
タ
ー
ト
し
、そ
の
後
全
国
紙
の
連
載
漫
画
、

1
9
6
9
年
に
今
の
テ
レ
ビ
放
送
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。登
場
人
物
の
磯
野
波
平
の
年
齢
は
54
歳
で
、

現
在
の
私
と
同
じ
年
齢
に
な
り
ま
す
。男
性
の
平
均

寿
命
は
、1
9
5
0
年
に
59
・
5
歳
、1
9
7
0
年
で

69
・
3
歳
、2
0
2
3
年
に
は
81
・
1
歳
ま
で
延
び
、

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」創
刊
当
時
と
比
べ
る
と
20
年
以
上

平
均
寿
命
が
延
び
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　「
2
0
2
5
年
問
題
」と
い
わ
れ
る
よ
う
に
団
塊

の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
り
、社
会
構
造
や

体
系
が
大
き
く
変
化
し
、超
高
齢
化
社
会
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。同
時
に
、私
た
ち
医
療
を

取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、国
も

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
病
床
機

能
や
医
療
提
供
体
制
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

2
0
4
0
年
に
向
け
た
新
た
な
地
域
医
療
構
想
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
、「
高
齢
者
救
急
等
の
受
け
皿

と
し
て
急
性
期
と
回
復
期
の
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ

こ
と
」が
重
要
と
し
て
お
り
ま
す
。当
院
は
予
ね
て

よ
り
、入
院
早
期
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
介

入
と
早
期
社
会
復
帰
を
支
援
す
る
た
め
、急
性
期

か
ら
回
復
期
機
能
、在
宅
を
支
え
る《
包
括
的
》な

機
能
を
整
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
れ
は
50
年
菊
陽

の
地
で
先
人
た
ち
が
作
り
上
げ
受
け
継
い
で
き
た

理
念
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。環
境
変
化
の
激
し
い

時
代
に
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で
介
護
が

必
要
な
状
態
と
な
っ
て
も
可
能
な
限
り
住
み
な

れ
た
地
域
で
日
常
生
活
が
営
め
る
よ
う
、当
院
も

こ
れ
か
ら
更
に
医
療
と
福
祉
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、地
域
の
み
な
さ
ま
の
支
え
と
な
れ
る
よ
う

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
準
備
が
結
実
す
る

よ
う
職
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後

と
も
引
き
続
き
ご
支
援
の
程
、宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
し
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は 

お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
ま
し
た
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

日
頃
よ
り
熊
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
を
ご
支
援
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
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New Year greetings
Director of a hospital

KUWAHARA KOURIN

病
院
長
／

桑
原 

公
倫



・重症の下肢虚血患者さんの大切断を回避するため、集学的治療を行う
・できる限り早期の下肢救済をおこない、紹介元の先生にお返しする
・入院患者さんの足病変の早期発見と診療に努める
・足病変を有する糖尿病合併患者さんの外来でのスクリーニング

下肢救済センターの基本理念
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く
ま
も
と

　
2
0
1
4
年
、く
ま
も
と
下
肢
救
済
セ
ン
タ
ー

は
慢
性
疾
患
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
重
症
下

肢
虚
血
に
よ
る
切
断
を
防
ぐ
た
め
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。血
管
外
科（
血
行
再
建
科
）と
形
成
外
科

が
連
携
し
て
、こ
の
大
切
断
を
回
避
し
患
者
さ
ん

が
ご
自
分
の
足
で
苦
痛
な
く
歩
け
る
こ
と
を

目
標
に
治
療
を
行
い
ま
す
。さ
ら
に
フ
ッ
ト
ケ
ア

外
来
に
て
、糖
尿
病
合
併
の
患
者
さ
ん
を
中
心

に
足
を
大
切
に
す
る
た
め
の
具
体
的
な
指
導
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、高
気
圧
酸
素
治
療
や
吸
着
型
血
液
浄

化
療
法（
レ
オ
カ
ー
ナ
）、再
生
医
療（AD

RCs

）

と
い
っ
た
補
助
治
療
や
特
殊
治
療
を
組
み
合

わ
せ
、互
い
に
連
携
・
補
完
し
あ
う
こ
と
に
よ
る

集
学
的
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

巻
頭
特
集

巻
頭
特
集

く
ま
も
と
下
肢
救
済
セ
ン
タ
ー
は

今
年
度
開
設
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

下
肢
救
済
セ
ン
タ
ー

当センターにおける末梢動脈疾患の診断･治療アルゴリズム

診療実績 （血管外科／2014.7～2024.3）

CLI（critical limb ischemia）
CLTI（chronic limb threatening ischemia）

重症虚血肢、重症下肢虚血。 主に虚血（血流不足）に基づく診断
包括的高度慢性下肢虚血。 2019年に提唱され、従来の虚血のみの指標（重症虚血肢、CLI）だけではなく、
感染を含む要素を組み入れた新たな包括的虚血指標

［脚注］ 重症下肢虚血の診断指標

入院患者数

手術件数 1013
122
477
36
422
353
39
30

※ 平均在院日数…16.3（CLTIのみでは40.0）

・外科的血行再建
・血管内治療
・ハイブリッド
・静脈疾患 （下肢静脈瘤）

ストリッピング
高周波焼灼
グルー治療

入院患者数 664 （延べ人数 1027）

2

術
　
式

外来患者数

1646
638
604
 8
26

1008
554
263
191

36.5%

564
258
241
3
14
306
 152
 151
3

14.1%

外来患者数 熊本リハビリテーション病院 熊本整形外科病院 (1回/週)

1

実患者数
・動脈疾患
　　慢性動脈閉塞症
　　末梢動脈瘤
　　その他
・静脈疾患
　　下肢静脈瘤
　　深部静脈血栓症
・その他
※ 院外紹介率

軽　快

経過観察

不変・悪化

下肢虚血疑いの患者

問診、診察（視触診）
動脈拍動チェック

経過観察

異常あり

ATISチェック
　ECG、心エコー、
　頚部血管エコー

他の鑑別疾患
　動脈瘤血栓性閉塞
　blue toe 症候群
　外膜嚢腫
　膝窩動脈捕捉症候群
　　　　　　　 など

異常なし 疑い・異常あり

下肢虚血あり 包括的高度慢性下肢虚血（CLTI）

・SPP（SRPP）
・下肢血管（動脈）エコー
・単純CT（胸部～足部）

異常なし

各診療科コンサルト

血行再建（血管内治療（EVT）
外科的血行再建、ハイブリッド治療）

フットケア
＋

リハビリテーション

フットケア、フットウェア
＋

リハビリテーション

間欠性跛行 安静時疼痛 潰瘍・壊死

形成外科的再建

特殊治療・補助治療

各診療科

コンサルト

代謝内科
循環器科
神経内科
腎臓内科

個別治療

保存的治療
・運動療法
・1～3ヶ月の
  内服治療
  （抗血小板剤）

高気圧酸素、レオカーナ、
陰圧閉鎖など

デブリドマン、植皮術、
皮弁形成等

年
の

概
要
お
よ
び
10
年
間
の
活
動
実
績

社会復帰

循環器
内科

代謝
内科

腎臓内科
（透析）

など

他科との連携

足病変の
患者さん

リハビリ

救  肢

・血管内治療
・バイパス手術

・皮膚移植
・皮弁形成
・切断術

当センターの主な流れ （集学的治療）当センターの主な流れ （集学的治療）

NST全例介入 院内教育活動　・血管外科勉強会 ・Practical Conference

・オーダーメイド 靴　・装具 などフットケア回診、外来/フットウェア
薬物療法・運動療法 ・監視下運動療法

・サラサラ薬（末梢血管拡張剤、抗血小板剤、抗凝固剤）

・高気圧酸素治療
・レオカーナ(吸着)治療

・CPAP療法
・炭酸浴

・陰圧閉鎖療法
・再生医療(ADRCs)

・マゴット(ウジ虫)治療
・栄養補助食(HMB)

補助治療、特殊治療

センター発足から現在までの活動状況センター発足から現在までの活動状況

2014年
2014年
2014年
2014年
2014年
2014年
2015年
2015年
2017年
2018年
2020年
2023年
2023年
2024年

7月1日
8月14日
8月
10月
10月8日
12月～
2月～
5月
10月
5月
6月
4月
7月～
7月

くまもと下肢救済センター発足　　　　      　　　　　　　　　　　　　　
第1例目の動脈再建手術（重症虚血肢→膝窩-足背動脈バイパス術）
第1回血管外科勉強会（月2回）合計12回　
血管造影室稼働（血管造影ならびに血管内治療開始）
第1例血管内治療（左後脛骨動脈閉塞→POBA）                   
フットケア外来開始（毎週火曜日午前･午後）
フットケア回診（月2回；第1･第3木曜日 2024年4月より月1回；第1木曜日）
プラクティカルカンファレンスに移行
重症虚血肢に対する再生医療(ADRCs)　提供計画受理：「PB7170006」 　
第1例目施行　現在まで5例に施行
第2回血管外科勉強会（月2回）合計12回　
透析装置を2台導入
稼働（重症虚血に付随した入院透析患者に限る）　
透析装置 4台稼働

Limb Salvage
Center

Years Anniversary

血管外科 形成外科



図4図4 自己脂肪組織由来再生幹細胞治療 自己脂肪組織由来再生幹細胞治療 

図3図3 脂肪幹細胞の多分化能と自己複製能脂肪幹細胞の多分化能と自己複製能 図2図2 脂肪組織由来再生幹細胞の内訳脂肪組織由来再生幹細胞の内訳

図1図1 再生医療等安全性確保法（2014年施行）を遵守した手続き／厚生労働省九州厚生局再生医療等安全性確保法（2014年施行）を遵守した手続き／厚生労働省九州厚生局

組織マクロ
ファージ

白血球脂肪幹細胞
ADSC

( Adipose Derived Stem Cell )

CD34+/CD31-
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く
ま
も
と
下
肢
救
済
セ
ン
タ
ー
で
は
、難
治

性
潰
瘍
に
対
し
従
来
の
治
療
法
に
加
え
吸
着

型
血
液
浄
化
療
法「
レ
オ
カ
ー
ナ
」を
活
用
し

て
い
ま
す
。こ
の
治
療
法
は
、血
液
を
特
殊
な

フ
ィ
ル
タ
ー
に
通
す
こ
と
で
L
D
L
及
び
フ
ィ

ブ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
を
吸
着
除
去
し
、血
漿
粘
度
を

低
下
さ
せ
、末
梢
循
環
を
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。血
行
再
建
術
不
適
応
ま
た
は
不
応

答
な
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症（
A
S
O
）に
お
け
る

潰
瘍
の
改
善
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

　
対
象
患
者
は
、血
行
再
建
術
不
適
応
ま
た
は

不
応
答
な
潰
瘍
を
有
す
る
A
S
O（Fontaine 

IV

）の
患
者
と
な
り
ま
す
。

　
禁
忌
事
項
と
し
て
、ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
変

換
酵
素
阻
害
薬
を
服
用
中
の
患
者
は
治
療
中

に
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
休

薬
期
間
が
必
要
で
す
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、創
部
の
状
態
を

見
な
が
ら
慎
重
に
関
節
可
動
域
訓
練
、筋
力

強
化
、バ
ラ
ン
ス
訓
練
、歩
行
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。歩
行
訓
練
で
は
足
の
裏
に
創
部
が

あ
る
場
合
踏
み
返
し
を
行
わ
な
い
よ
う
指
導

を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、生
活
面
に
お
い
て
は

膝
や
足
関
節
部
の
バ
イ
パ
ス
血
管
を
圧
迫

す
る
正
座
・
胡
坐
・
長
時
間
の
し
ゃ
が
み
込
み

は
避
け
る
よ
う
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
2
〜
2
0
2
3
年
の
リ
ハ
ビ
リ
対
象

患
者
の
う
ち
、84
%
が
退
院
時
に
歩
行
能
力

を
維
持
し
て
退
院
さ
れ
て
い
ま
す
。救
肢
を
し

歩
行
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要

で
あ
り
、A
D
L
、Q
O
L
の
向
上
、生
命
予
後

の
改
善
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
く
ま
も
と
下
肢
救
済
セ
ン
タ
ー
10
周
年
を

記
念
し
て
昨
年
の
地
域
連
携
連
絡
会
に
て

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。会
の
冒
頭

で
は
院
長
桑
原
公
倫
よ
り
ご
多
忙
の
中
出
席

い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
感
謝
を
述
べ
つ
つ
、地
域

医
療
の
現
状
と
課
題
を
共
有
す
る
場
と
し
て
、

意
見
交
換
を
活
発
に
行
う
こ
と
へ
の
期
待
を

表
明
し
ま
し
た
。ま
た
講
演
会
の
座
長
を
努

め
た
名
誉
顧
問
古
閑
博
明
か
ら
は
下
肢
救
済

セ
ン
タ
ー
設
立
に
至
る
経
緯
と
趣
旨
に
つ
い
て

お
話
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
課
題
と
展
望
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
賜
り
救
肢
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
展
望

　
大
気
圧
よ
り
も
高
い
気
圧
環
境
下
で
高
濃

度
酸
素
を
吸
入
し
、動
脈
血
漿
内
の
溶
存
型

酸
素
を
上
昇
さ
せ
、組
織
の
低
酸
素
状
態
の

改
善
を
図
り
、酸
素
の
持
つ
特
性
を
利
用
し

た
治
療
で
す
。

　
組
織
の
酸
素
化
を
改
善
し
、感
染
症
抑
制

や
創
傷
治
癒
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い

ま
す
。

　
当
院
で
は
2
0
2
3
年
6
月
に
装
置
が
2
台

か
ら
3
台
に
増
設
さ
れ
、年
間
2
、0
0
0
件

以
上
の
治
療
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
熊
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
で
は
、重

症
下
肢
虚
血（CLI/CLTI

）患
者
の
治
療
に
お

い
て
、従
来
の
治
療（
血
行
再
建
や
高
気
圧
酸

素
療
法
な
ど
）で
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
な
い

症
例
に
対
し
て
、新
た
な
治
療
法
と
し
て

脂
肪
組
織
由
来
再
生
幹
細
胞
群
を
利
用
し
た

再
生
医
療
を
導
入
し
て
い
ま
す
。再
生
医
療
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、2
0
1
8
年
に
本
格
的
な

治
療
を
開
始
し
ま
し
た
。現
在
で
は
重
症
虚

血
肢
に
加
え
、脊
髄
損
傷
、脳
卒
中
後
遺
症
、

変
形
性
膝
関
節
症
、慢
性
疼
痛
の
5
疾
患
を

対
象
に
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す（
図
1
）。

　
ヒ
ト
の
身
体
に
は
成
長
の
た
め
の
再
生
能

力
や
組
織
・
臓
器
の
も
と
に
な
る「
幹
細
胞
」が

存
在
し
て
い
ま
す
。当
院
が
行
う
再
生
医
療
で

使
用
す
る
細
胞
は
、血
管
内
皮
前
駆
細
胞
や

炎
症
を
制
御
す
る
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
な
ど
の

様
々
な
細
胞
を
含
む
抽
出
細
胞（
A
D
R
C
s
：

脂
肪
組
織
由
来
再
生
幹
細
胞
）で
あ
り（
図
2
）、

な
ど
が
あ
り
ま
す（
図
3
）。

　
こ
の「
A
D
R
C
s
」は
患
者
さ
ん
自
身
の

皮
下
脂
肪
を
専
用
機
器
を
用
い
て
抽
出
し

適
し
た
方
法
で
投
与
し
ま
す（
図
4
）。抽
出

し
た
細
胞
を
培
養
す
る
こ
と
な
く
す
み
や
か

に
投
与
す
る
た
め
抽
出
当
日
に
投
与
で
き
、

自
身
の
細
胞
を
用
い
る
た
め
拒
絶
反
応
が

な
い
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、本
再
生
医
療
は
保
険
外
診
療
の

た
め
、治
療
費
は
全
て
患
者
さ
ん
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

❶特定細胞加工物製造届　　　　　「FC7160019」 2016年10月11日
　 「ADRCs」:皮下脂肪の豊富な幹細胞とサイトカインをフレッシュにて速やかに投与する

❷再生医療等提供計画　（安全性と妥当性が確保された治療）
　１）厚生労働大臣認定の「認定再生医療等委員会」審査・承認
　2）厚生労働省 九州厚生局の審査・受理　

　
ま
た
抗
凝
固
剤
使
用
が
禁
忌
で
あ
る
患
者

に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

《高気圧酸素治療》
圧力をかけて血液中に
酸素を溶解させる治療

結合型酸素

豊富な成長因子と幹細胞の特徴で改善を期待します

・脂肪からありのままの
  幹細胞群

( Adipose Derived Regenerative Cells )ADRCs

脂肪組織
（約200～300㎖）

ADRCsを抽出
ADRCs 5㎖
数千万～1億超個

脂肪採取から患者投与まで約4時間で完結

巻
頭
特
集

巻
頭
特
集

93
歳
の
女
性
患
者
が
足
に
深
刻
な
潰
瘍
を

抱
え
た
状
態
で
来
院
。30
回
の
高
気
圧
酸
素

療
法
後
、傷
が
改
善
し
手
術
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

臨
床
例

高
気
圧
酸
素
療
法

再
生
医
療

く
ま
も
と
下
肢
救
済
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
補
助
療
法

高気圧酸素治療室

①
損
傷
部
位
に
集
ま
る
性
質

②
炎
症
を
抑
え
る
性
質

③
損
傷
部
位
を
修
復
す
る
性
質

④
免
疫
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
性
質

https://kum
areha.net/saiseiiryou_top/

再
生
医
療
セ
ン
タ
ー

専
用
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら

https://kum
areha.net/pages/80/

く
ま
も
と
下
肢
救
済
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
詳
し
く
は
こ
ち
ら
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
病
態
の
複
雑
化
に
伴
う
個
別
治
療
の
確
立

（
レ
オ
カ
ー
ナ
治
療
、C
P
A
P
療
法
な
ど

補
助
治
療
･
特
殊
治
療
の
組
入
れ
方
）、

②
院
内
連
携
お
よ
び
基
幹
医
療
機
関
と
の

連
携
の
継
続
、

③
在
院
日
数
短
縮（
紹
介
元
／
近
隣
医
療

機
関
と
の
連
携
強
化
）

血
液
浄
化
療
法

下
肢
救
済
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

糖
尿
病
が
な
く
、E
V
T
を
受
け
た
も
の
の
肉

芽
形
成
が
不
良
で
、傷
が
治
り
に
く
い
状
態

が
続
い
て
い
ま
し
た
。吸
着
式
血
液
浄
化
療

法
を
開
始
し
た
結
果

症
例
：
57
歳
女
性
の
ケ
ー
ス

・
治
療
経
過
中
に
徐
々
に
肉
芽
が
形
成
さ
れ
、

最
終
的
に
は
縫
合
が
可
能
に
。

・
手
術
後
の
創
部
も
良
好
に
治
癒
し
、下
肢
を

切
断
せ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

脂肪組織を
採取

局所投与

外胚葉由来組織

中胚葉
由来組織

内胚葉由来組織

神経
膵臓
β細胞

心筋 血管内皮 骨格筋

軟骨骨脂肪
血管内皮前駆使細胞

平滑筋細胞

①重症虚血肢
②脊髄損傷
③脳卒中後遺症
④変形性膝関節症
⑤慢性疼痛

PB7170006
PB7180012
PB7180027
PB7180028
PB7220007

2017年
2018年
2019年
2019年
2022年

10月  2日
8月28日
3月27日
3月27日
10月  3日

（計画番号）（提供可能日）（対象疾患：第二種再生医療の許可）

再生医療症例数

2024年7月31日現在

・重症虚血肢
・脳卒中後遺症
・脊髄損傷
・変形性膝関節症
  Total

5症例
16症例
58症例
6症例
85症例

赤血球
酸素

呼
吸 肺(肺胞)

溶存型酸素
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当院が行っている再生医療について
詳しくは特設サイトをご覧ください
https://kumareha.net/saiseiiryou_top/

熊
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
に
て『
脂
肪
組
織
由
来
再
生
幹
細
胞
』を
用
い
た

再
生
医
療
を
受
け
ら
れ
た
患
者
さ
ん
の
体
験
記
で
す
。今
回
は
脳
卒
中
後
遺
症
と

変
形
性
膝
関
節
症
に
対
す
る
再
生
医
療
を
受
け
ら
れ
た
患
者
さ
ん
で
す
。

静
岡
県
磐
田
市
在
住  

K
・
S
男
性  

51
歳

Vol.
4

Experience
of Regenerative

Medicine

形
性
膝
関
節
症
の
治
療
の

選
択
肢
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

変

Vol.
5

Experience
of Regenerative

Medicine

生
医
療
を
や
ら
ず
に

後
悔
は
し
た
く
な
か
っ
た

再 　
私
は
80
歳
の
女
性
で
す
、も
の
す
ご
く
元
気
な
の

で
す
が
10
年
前
よ
り
日
々
の
生
活
に
、両
膝
の
痛
み

と
行
動
制
限
が
出
て
き
ま
し
た
。近
く
の
整
形
外
科

専
門
医
の
診
察
に
よ
り
、ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
注（
1
回

／
月
）と
鎮
痛
剤
内
服
の
治
療
を
受
け
て
4
ヶ
月

経
過
し
ま
し
た
が
、徐
々
に
鎮
痛
効
果
が
弱
く
な
っ

て
き
た
の
で
、変
形
性
膝
関
節
症
の
本
格
的
治
療

に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

　
人
工
関
節
置
換
術
と
再
生
医
療
の
選
択
肢
が

あ
り
詳
細
を
確
認
し
て
、私
は
3
泊
4
日
の
入
院

と
短
期
に
自
宅
復
帰
で
き
る
再
生
医
療
を
選
択

し
ま
し
た
。一
人
暮
ら
し
で
15
歳
の
ペ
ッ
ト（
犬
）

を
相
棒
と
し
て
い
る
た
め
に
人
工
関
節
置
換
術

は
手
術
後
に
長
期
リ
ハ
ビ
リ（
約
2
ヶ
月
）が
必
要

に
な
る
た
め
に
、動
物
病
院
に
預
か
っ
て
も
ら
え
る

短
期
間
の
入
院
手
術
の
再
生
医
療
を
選
択
し
た

次
第
で
す
。

　
選
択
し
た
再
生
医
療
は
本
人
の
皮
下
脂
肪
を

原
料（
ア
レ
ル
ギ
ー
の
心
配
が
極
め
て
少
な
い
）と

し
て
専
用
機
で
脂
肪
幹
細
胞
群
を
抽
出
し
て
膝

関
節
に
投
与
す
る
こ
と
で
慢
性
的
炎
症
を
抑
制

し
、疼
痛
と
関
節
内
を
正
常
に
戻
す
こ
と
を
期
待

す
る
手
術
と
伺
い
ま
し
た
。

　
熊
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
手
術
室
に
お
い

て
2
0
2
3
年
7
月
5
日
の
9
時
よ
り
皮
下
脂

肪
の
採
取
は
形
成
外
科
の
専
門
医
が
行
い
、膝
関

節
へ
の
投
与
は
主
治
医
の
整
形
外
科
医
が
行
い

約
5
時
間
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
退
院
後
は
日
常
生
活
が
リ
ハ
ビ
リ
で
す
が
、も
の

足
り
な
い
方
は
階
段
の
上
り
下
り
を
少
し
追
加

す
る
こ
と
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、退
院
後
は
1
週

間
単
位
で
痛
み
の
軽
快
を
実
感
し
て
、今
で
は
自

転
車
で
週
に
2
回
片
道
30
分
の
買
い
物
に
も
出
か

け
て
い
ま
す
。

　
2
月
1
日
の
術
後
6
ヶ
月
評
価
で
は
、膝
の
屈

曲
・
伸
展
も
変
わ
ら
ず
良
好
で
、片
脚
立
位
、10
m

歩
行
の
速
度
・
歩
数
、痛
み
の
評
価
な
ど
も
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
は
、た
ま
た
ま
ペ
ッ
ト
を
理
由
に
自
費
医
療
の

再
生
医
療
を
選
択
し
ま
し
た
。体
の
皮
下
に
あ
る

皮
下
脂
肪
を
形
成
外
科
の
専
門
技
術
に
よ
り
局

所
麻
酔
と
止
血
薬
と
補
液
に
よ
り
柔
ら
か
く
し
て

脂
肪
吸
引
し
ま
す
の
で
、脂
肪
吸
引
す
る
部
位
の

傷
跡
が
数
日
気
に
な
る
程
度
で
、今
で
は
、し
ゃ
が

ん
で
お
風
呂
洗
い
も
で
き
、ほ
と
ん
ど
痛
み
を
感
じ

る
こ
と
な
く
生
活
が
出
来
て
非
常
に
満
足
し
て

い
ま
す
。

熊
本
市
在
住
の
80
歳
の
女
性
よ
り

　
2
0
2
1
年
4
月
10
日（
土
）早
朝
の
仕
事
中

に
起
こ
っ
た「
脳
幹
出
血
と
右
脳
梗
塞
発
症
に

伴
う
左
半
身
片
麻
痺
」。

　
そ
の
日
は
一
瞬
左
足
に
力
が
入
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、気
に
せ
ず
帰
宅
し
ま
し
た
。段
々

と
手
足
の
違
和
感
を
感
じ
救
急
病
院
に
。到
着

す
る
や
否
や
左
半
身
が
動
か
な
く
な
っ
て
い
く

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。集
中
治
療
室
か
ら
大
部

屋
に
移
動
し
た
初
日
、立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て

転
倒
、今
ま
で
に
な
い
恐
怖
心
に
襲
わ
れ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
急
性
期
病
院
の
市
立
磐
田
病
院
に
1
ヶ
月
、

回
復
リ
ハ
ビ
リ
病
院
の
聖
霊
浜
松
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
に
3
ヶ
月
入
院
し
ま
し
た
。退
院
し
て

か
ら
は
杖
装
具
着
用
で
の
生
活
に
い
つ
も
不
便
さ

と
違
和
感
の
日
々
で
し
た
。リ
ハ
ビ
リ
通
院
、ボ
ト

ッ
ク
ス
治
療
、自
宅
で
の
自
主
リ
ハ
ビ
リ（
ホ
ー
ム

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
）、雨
降
り
以
外
は
1
㎞
の
歩
行
訓

練
を
し
ま
す
が
、少
し
の
勾
配
で
も
左
足
の
踏
ん

張
り
が
弱
く
恐
怖
の
毎
日
で
し
た
。

　
発
症
か
ら
1
年
、回
復
な
く
こ
の
ま
ま
な
の

か
と
不
安
な
時
に
S
N
S
で
再
生
医
療
を
知
り
、

関
東
・
関
西
・
九
州
エ
リ
ア
の
中
か
ら
熊
本
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
資
料
に
目
を
通
し
、治
療

入
院
数
、費
用
等
に
よ
り
熊
本
に
決
め
ま
し
た
。

8
月
に
相
談
し
10
月
の
過
ご
し
易
い
季
節
に
再
生

医
療
を
決
め
、熊
本
ま
で
の
移
動
を
考
慮
し
、日
常

生
活
、歩
行
速
度
な
ど
全
て
が
再
生
医
療
を
受
け

る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
毎
日
精
力
的
に
取
組

み
ま
し
た
。

　
そ
し
て
熊
本
へ
の
出
発
、移
動
は
新
幹
線
、路
面

電
車
と
歩
行
で
し
た
が
、歩
行
力
1
㎞
の
実
力
で
は

ク
タ
ク
タ
に
な
っ
て
の
受
診
で
し
た
。ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
宿
泊
で
は
狭
く
て
深
い
バ
ス
タ
ブ
は
脅
威

で
し
た
、翌
日
の
術
前
検
査
に
は
昨
日
の
反
省
も

あ
り
全
て
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
ま
し
た
。

　
翌
週
は
初
め
て
の
再
生
医
療
で
し
た
が
、麻
酔

で
不
安
な
く
始
ま
り
、皮
下
脂
肪
の
吸
引
、幹
細

胞
の
抽
出
、点
滴
投
与
は
麻
酔
が
覚
め
る
頃
に
は

終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
投
与
後
に
少
し
変
化
を
感
じ
ま
し
た
。左
腕
が

少
し
ス
ム
ー
ス
に
上
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
役
立
つ
と
思
っ
た
の
が
、な
ん
と
洗
濯
物

の
シ
ー
ツ
干
し
で
し
た
。

　
3
泊
4
日
で
退
院
し
、そ
の
後
の
機
能
回
復
に

リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
し
た
。
10
m
の
歩
行
速
度
が

上
が
り
、何
か
急
に
体
力
が
強
く
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
、坂
道
の
勾
配
も
不
安
な
く
、何
往
復
も
歩
行

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
の
再
生
医
療
で
し
た
が
、地
元
に

戻
っ
て
か
ら
は
指
導
さ
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
と

ジ
ム
に
通
い
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

当
初
は
何
も
器
具
が
使
え
ず
、ひ
た
す
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
励
み
30
分
で
2.5
㎞
か
ら
、1
時
間
で
3.8
㎞

と
、距
離
の
実
力
が
上
が
り
ま
し
た（
も
ち
ろ
ん

転
ば
ぬ
よ
う
に
右
手
で
支
え
て
い
ま
す
の
で
実
際

の
速
度
と
距
離
は
違
い
ま
す
）。そ
の
後
、器
具
使

用
で
の
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
は
10
分
が
限
界
で
し
た
が
、

左
足
に
力
が
出
て
き
た
の
で
30
分
は
漕
げ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
再
生
医
療
後
は
伸
び
悩
ん
で
い
た
機
能
も
リ
ハ

ビ
リ
に
よ
り
動
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
実
感
し
て

い
ま
す
が
、左
半
身（
腕
、足
）に
は
痙
性
が
あ
り

ま
す
の
で
ボ
ト
ッ
ク
ス
注
射
の
治
療
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

　
再
生
医
療
を
や
ら
な
か
っ
た
自
分
を
今
更
想
像

は
で
き
ま
せ
ん
が
、再
生
医
療
を
や
ら
ず
に
後
悔

は
し
た
く
な
か
っ
た
、そ
れ
は
今
も
選
択
理
由
に

大
き
く
あ
り
ま
す
。完
全
復
活
は
無
理
で
も
少
し

で
も
機
能
が
戻
る
こ
と
を
目
指
し
て
、常
に
前
向

き
に
取
組
ん
だ
お
か
げ
で
行
動
範
囲
も
広
が
り

ま
し
た
。

　
も
っ
と
多
く
の
患
者
さ
ん
が
治
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
国
が
支
援
し
て
く
れ
た
ら
と
願
う
ば
か

り
で
す
。
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シリーズ連載　ハイブリッド・リハビリテーション!! 15

　ハイブリッド・リハビリテーションとは、最新技術や機器等を複合して利用するリハビリのことです。異なったリハビリ要素を組合
わせることによる相乗効果や患者様の意欲向上が期待でき、リハビリを効果的に進めることができます。今回は『表面筋電計 
TS-MYO』についてご紹介いたします。

企画・構成　理学療法科／園田昌義

ハイブリッド・リハビリテーション!!
なになに

？

今後もリハスタッフの知識やリハビリテーション機器を組み合わせながら
効率的なリハビリテーションの提供を目指します。

https://ts-myo.com
重要 本システムは、医療機器ではございません。

教育、研究目的でご使用ください。

　我々が行うリハビリテーションにおいて、機能や動作
の改善を図るために筋力は必要不可欠な存在です。
　しかし、筋力が低下したり向上したりする変化を具体
的に表すことはとても困難です。そこで活躍するのが
当院に導入されている「表面筋電計 TS-MYO」です。
　このTS-MYOは、iPadやiPhoneとセンサーを接続
することで本格的な筋活動を計測することができます。
　さらに、2つの筋肉を同時に計測できるため、iPad
にて測定した波形を比較することや動画と筋電図を
照らし合わせて確認することができます。
　今回は、その筋電計の仕組みとリハビリテーションに
おける活用方法について説明します！

はじめに

◀TS-MYOの紹介

寸法／縦37×横27×幅12㎜、重さ／10g

▶センサー
　筋電計とは、筋肉が活動した場合に放出される電気（活動電位）をセンサーが感知する
ことで筋肉の働きを波形として確認することができる機器です。（図1）
　例えば、肘を曲げる運動の時に上腕二頭筋という筋肉が働きます。この上腕二頭筋が
たくさん働いた場合は波の数が多く、大きい波形となります。逆に少しだけ働く場合は、
波の数が少なく、小さい波形となります。（図2）
　このように、筋肉の活動を波形として捉えることができる機器であるため、リハビリテー
ションの分野では様々な疾患において治療や研究が行われてきました。

筋電計について

　当院に導入されているTS-MYOは歩行や立ち上がりといった運動でも簡単に計測することができます。
特に当院では、以下のような場面で活用しています。

当院での活用例

再生医療分野に
おける筋活動の確認1 脳卒中患者の

治療や装具の選定2 整形外科疾患（人工関節、骨折、アキレス
腱損傷など）に対するトレーニング3

　疾患により麻痺が出現した場合、筋肉の働きがわかりにくい
症状が出現します。　　　
　このような場合に、関節を動かしながら筋肉の働きを波形で
確認し体を動かす感覚を学習することが可能になります。

筋電図バイオフィードバック1

　筋電計で得られたデータを解析することで数値として表すこと
が可能になります。そのため、治療前後の変化などを具体的に
比較することができます。
　また、運動中に筋肉が活動しているタイミングやその正確性
など詳細な働き方を知ることができ、効果的なトレーニングや
動作指導が図れると考えられます。

動作における筋活動の確認2

波形化によりできること

左側に比べ右側が瞬間的に大きな活動をする

（%IEMG）

1歩行周期（100%）

30

25

20

15

10

5

0

最大値

【歩行時の左右中殿筋】

20 40 60 80 100

右中殿筋
左中殿筋

筋電計の仕組み イメージ図1 筋活動による波形の違い イメージ図2

【たくさん働いた場合】④波形として表出する①肘を曲げる指示を出す

③活動電位をセンサーが感知 【少し働いた場合】

•表面筋電図
•増幅機
•電極

•電気信号
 発生

②上腕二頭筋が活動

•上腕
 二頭筋

•筋電
 センサー
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相談コーナー体験コーナー健康チェック

フレイルコーナー
カラダの衰えを感じたら
要介譲状態になる前に予防を!
フレイルチェックとアドバイス

TOYOTAブース
運転寿命をのばそう!
一般用リフト車の展示も

白衣を着て写真を撮ろう!
メディカルキッズプロジェクト

ピラティス体験教室
・ピラティススタジオ
・イグネス熊本菊陽店

小学生
対象

健康寿命をのばそう

開催しました ! 後援：菊陽町・大津町・益城町・西原村

2024

医師による健康相談
薬剤師によるおくすり相談
管理栄養士による栄養相談
理学療法士による腰痛相談
認定看護師による脳卒中相談
医療介護相談／老健入所相談

•
•
•
•
•
•

一次救命処置（BLS）教室
感染症教室
リハビリ機器体験
看護のお仕事体験
MRIセンター見学
介護美容（メイク·ネイル・エステ）

•
•
•
•
•
•

血圧、血糖、身長・体重
フットケア
聴力検査
残尿測定
InBodyで筋肉量測定
血管年齢検査（ABI）
口腔チェック
ロコモチェック

•
•
•
•
•
•
•
•

AGEsセンサで老化度評価•
《 東海大学 》

AIで変形性膝関節症判定•
《 山下医科器械株式会社 》

健康寿命をのばすための食と運動のちょっといい話
リハビリテーション科  医師／吉村芳弘、理学療法士／槌田義美

13：00～14：30医療と健康講座

11

シリーズ連載　くまりはN!S !T ! 21

N!S!T!
Nutrition Support Team

くまりは 入院中に多職種で行う栄養管理：
栄養サポートチーム Nutrition Support Team:NST

　抗コリン作用は総合感冒薬や抗アレルギー薬の一部、抗うつ薬、抗精神病薬
など、さまざまな薬に含まれています。特に高齢者は、複数の病気を抱え、同時に
複数の薬を処方されているポリファーマシーであることが多く、抗コリン作用に
よる副作用が出やすくなります。
　そのため、抗コリン作用の強さを数値化し、リスクを評価するための「抗コリン
リスクスケール」というツールが開発されています。日本でも今年、日本老年薬
学会が日本版抗コリンリスクスケールを発表し、高齢者に対する抗コリン作用の
影響を評価することが推奨されています（図2）。
　抗コリン作用のある薬を服用している場合は、食事の様子や体重の変化に注意
し、必要に応じて薬の調整や栄養サポートを受けることで、栄養状態の維持や改善
が期待できます。

●唾液の分泌が減り、口が乾燥することで食べ物を飲み込みにくくなる
●消化管の動きが低下して食欲が減少する、また便秘になりやすくなる
●眠気や認知機能の低下により、食事に集中できなくなる

日本老年薬学会が日本版抗
コリン薬リスクスケールを
WEBで公開されています。

記憶・意識

血管拡張

瞳孔収縮

流涙分泌促進

唾液分泌促進

消化管運動促進

消化液分泌促進

膀胱収縮

気管収縮心拍減少・筋力減弱

図2 日本版抗コリンリスクスケール

筆者もワーキンググループメンバーとして
貢献しました。

図1 副交感神経のはたらき

抗コリン作用をもつ薬は、これらの働きが
抑制されることがあります。

サルコペニア
低栄養研究センター

薬剤師

松本 彩加
まつもと あやか

抗コリン作用と栄養障害
薬と栄養には深い関係があります。今回はその中でも、

薬の「抗コリン作用」についてお伝えします。

　抗コリン作用とは、体内でアセチルコリンという神経伝達物質の働きを抑え、
副交感神経の働き(図1)を抑制する作用のことを指します。このアセチルコリンは、
全身のさまざまな臓器に影響を与えるため、抗コリン作用を持つ薬は多くの身体
機能に影響を与える可能性があります。
　抗コリン作用を治療の目的として用いる例として、過活動膀胱や胃痛、腹痛の
治療薬があります。しかし、この作用が副作用として現れる場合もあり、特に以下の
ような症状は栄養状態に悪影響を与える可能性があります。

KUMAREHA Vol.110 2025.1

昨年度より開催しているくまりは健康フェスタは「健康寿命をのばそう」をテーマにからだのチェックや健康にまつわる
相談・体験ができるイベントです。同時開催のマルシェでは人気のキッチンカーやキッズコーナー、キッズダンスや和太鼓、
歌とピアノの演奏なども行い、雨の中大盛況でした。
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文
・
写
真

理
学
療
法
科

古
澤 

良
太

　
7
月
19
日
に
大
津
町
立
大
津
中
学
校
に
お

い
て
、生
徒
及
び
職
員
の
方
を
対
象
に
、一
次

救
命
処
置
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。当
日
は
、

暑
い
中
体
育
館
で
真
剣
に
お
話
を
聞
い
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
姿
に
、私
た
ち
職
員
の

方
が
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

　
訓
練
の
最
初
に
、医
師
の
吉
村
が「
倒
れ
て

い
る
人
を
見
つ
け
た
ら
ど
う
す
べ
き
か
」を

テ
ー
マ
に
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、説
明
し
ま
し
た
。そ
の
後
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

と
A
E
D
ト
レ
ー
ナ
ー
を
使
用
し
て
、胸
骨
圧

迫
の
訓
練
お
よ
び
A
E
D
の
使
い
方
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。実
際
に
胸
骨
圧
迫
を

行
っ
た
参
加
者
か
ら「
思
っ
た
以
上
に
大
変
だ
」

な
ど
の
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

　
身
近
な
人
が
突
然
倒
れ
た
と
き
、最
も
近
く

に
い
る
人
の
行
動
が
、そ
の
人
の
生
死
を
左
右

す
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は
地
域
の

皆
さ
ん
と
共
に
助
か
る
命
を
支
え
る
た
め
の

活
動
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

大
津
中
に
て
一
次
救
命
処
置
の

講
習
を
行
い
ま
し
た

14

災
害
研
修
・
訓
練
を
行
い
ま
し
た

大切な家族、

友人などの

命を守りましょう

新
任
医
師
紹
介

は
じ
め
ま
し
て
!!

日々様 な々
経験をさせて
もらってます!

福間　裕子

リハビリテーション科
ゆ う こふ くま

　
令
和
6
年
10
月
よ
り
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
福
間
裕
子
と

申
し
ま
す
。

　
熊
本
大
学
を
卒
業
後
、2
年
間
の
初
期
臨

床
研
修
を
経
て
、2
0
1
3
年
に
熊
本
大
学

整
形
外
科
に
入
局
し
ま
し
た
。済
生
会
熊
本
病

院
、公
立
玉
名
中
央
病
院
、熊
本
総
合
病
院
に

勤
務
後
、熊
本
大
学
大
学
院
で
研
究
を
行
い

博
士
課
程
を
修
め
、今
年
4
月
よ
り
熊
本
大

学
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
半
年
間

勤
務
し
、こ
の
度
当
院
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
整
形
外
科
疾
患
に
つ
い
て
は
11
年
間
外
傷

な
ど
中
心
に
急
性
期
病
院
で
診
療
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、回
復
期
病
院
で
の
診
療
経
験

や
整
形
疾
患
以
外
の
経
験
が
な
く
、と
く
に

脳
血
管
疾
患
は
一
か
ら
勉
強
し
な
お
す
こ
と

が
多
々
あ
り
、経
験
豊
富
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
の
先
生
方
や
看
護
師
、セ
ラ
ピ
ス
ト

の
方
々
に
支
え
ら
れ
、日
々
様
々
な
こ
と
を

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。患
者

さ
ん
の
病
態
も
生
活
環
境
も
そ
れ
ぞ
れ
で
、

ゴ
ー
ル
は
疾
患
の
治
癒
で
は
な
く
今
後
ど
の

よ
う
な
人
生
を
送
り
た
い
の
か
、そ
の
た
め
に

は
何
が
必
要
な
の
か
考
え
る
こ
と
が
重
要

な
の
だ
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
私
生
活
で
は
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
と
い
う

も
の
運
動
不
足
が
続
い
て
お
り
体
力
低
下
に

危
機
感
を
覚
え
最
近
筋
ト
レ
と
F
i
t
ボ
ク

シ
ン
グ（
S
w
i
t
c
h
の
ゲ
ー
ム
）を
始
め

ま
し
た
。運
動
の
習
慣
が
な
か
な
か
つ
か
な
い

人
間
な
の
で
す
が
、ま
た
以
前
の
よ
う
に
軽

や
か
に
山
に
登
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
す
が
、少
し
で
も
患
者

さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
当
院
で
は
熊
本
地
震
の
後
、事
業
継
続
計
画

（
以
下
B
C
P
）を
策
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

B
C
P
に
即
し
た
訓
練
の
実
施
や
研
修
が
不
十

分
で
し
た
。今
年
度
か
ら
企
画
担
当
を
組
織
化

し
、8
月
よ
り
大
規
模
災
害
対
応
に
関
す
る
研

修
お
よ
び
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

Instagram
Be The One

Basketball school

　
私
と
言
え
ば
筋
肉
だ
と
ほ
と
ん
ど
の
人
に

言
わ
れ
ま
す
が
、そ
う
な
っ
た
の
は
30
年
以
上

溺
愛
し
て
い
る「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」が

あ
る
か
ら
で
す
。

　
家
族
全
員
が
経
験
者
で
、小
学
生
の
頃
は

ス
ク
ー
ル
の
コ
ー
チ
で
も
あ
っ
た
両
親
に
、

中
学
生
の
と
き
は
外
部
コ
ー
チ
を
し
て
い
た

父
か
ら
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
。試
合
に
出
る

た
め
に
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
練
習
し
、吐

く
ま
で
ご
飯
を
食
べ
、高
く
強
く
速
く
動
く
た

め
に
無
謀
な
筋
ト
レ
を
し
、怪
我
を
お
し
て

競
技
を
続
け
ま
し
た
が
、あ
と
一
歩
で
全
国

大
会
へ
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
後
、ご
縁

が
あ
り
高
校
の
外
部
コ
ー
チ
の
依
頼
を
受
け

15
年
間
続
け
て
お
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
感
染
症
流
行
か
ら
高
校
で
の

活
動
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ

様
々
な
方
か
ら
の
ご
支
援
や
お
声
が
け
を

い
た
だ
き
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル

「 Be The O
ne Basketball school 

」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 Be The O

ne

と
は

一
つ
に
な
る
と
い
う
意
味
で
自
身
が
培
っ
て

き
た
バ
ス
ケ
ス
キ
ル
や
知
識
、経
験
と
理
学

療
法
士
と
し
て
障
害
予
防
や
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ニ
ン
グ
、筋
ト
レ
の
知
識
を
掛
け
合
わ
せ

よ
う
と
思
い
名
付
け
ま
し
た
。ス
ク
ー
ル
は

小
〜
高
校
生
を
対
象
に
毎
週
月
・
木
曜
日

に
父
・
弟
・
地
元
の
親
友
と
と
も
に
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
講
師
や

行
政
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
ご
依
頼
も

受
け
て
い
ま
す
の
で
よ
り
一
層
頑
張
り
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
恩
返
し
を
し
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。ス
ク
ー
ル
生
は
県
選

抜
入
り
を
目
指
す
選
手
か
ら
初
心
者
ま
で

在
籍
し
て
お
り
ま
す
の
で
、Instagram

を

フ
ォ
ロ
ー
し
て
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
も
ら
え
る

と
嬉
し
い
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は

一
緒
に
バ
ス
ケ
を

し
ま
し
ょ
う
！

TOPICS

詳
し
い
内
容
は

W
E
B
マ
ガ
ジ
ン
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

・
災
害
発
生
時
の
院
内
初
動
体
制
に

つ
い
て
の
動
画
研
修

・
E
M
I
S
入
力
演
習

・
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
演
習（
災
害
対
策
本

部
記
録
演
習
）

・
発
災
時
の
資
源
管
理
に
関
す
る
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク

・
災
害
対
策
本
部
立
ち
上
げ
訓
練

8
月

　9
月

10
月

《
今
年
度
実
施
し
た
災
害
研
修
・
訓
練
》

今
後
も
順
次
研
修
、訓
練
を
行
い
災
害
時
で
の

対
応
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

クロノロジー演習：災害想定下での本部の状況を寸劇
を用いて記録方法の演習を行いました

災害対策本部立ち上げ訓練：大規模地震下での状況
想定をもとに、病院の方針立案をおこないました。

熊本大学病院災害医療教育研究センター特任助教
内藤久貴先生、災害医療教育研究コーディネーター
馬渡博志様より講義・ご指導を賜りました。
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社会医療法人令和会
〒869-1106 熊本県菊池郡菊陽町曲手760

TEL.096-232-3111 FAX.096-232-3119熊本リハビリテーション病院

熊本I.C.
東
バ
イ
パ
ス

熊
本
県
庁

熊
本
空
港

第一空港線

第二空港線

菊陽町役場

国体道路

グランメッセ熊本

R443

GS
赤十字
病院

パーク
ドーム

益城
熊本空港I.C.

熊本リハビリテーション病院

・整形外科　・リハビリテーション科　・内科　・循環器内科
・呼吸器内科　・消化器内科　・代謝内科　・脳神経外科
・脳神経内科　・形成外科　・泌尿器科　・麻酔科
・放射線科　・血管外科　・心臓血管外科　・歯科
・歯科口腔外科

病める人に愛と奉仕を
己の仕事に誇りと責任を
組織の中に英知と秩序を
そして理想の医療に向かって
一歩一歩前進しよう

MAP

１．地域ニーズに応えうる
高機能の総合リハビリテーション病院を目指します

２．患者様の権利を尊重し
満足して頂ける医療サービスを提供します

３．保健・医療・福祉の連携を推進し地域社会に貢献します

診療科目

院　　是 病　　院
基本理念

・熊本整形外科病院
  〒862-0975  熊本市中央区新屋敷1丁目17-1  TEL：096-366-3666
・介護老人保健施設サンライズヒル  〒869-1106  熊本県菊池郡菊陽町曲手760
  TEL：096-232-5656
・南郷谷リハビリテーションクリニック  〒869-1602  熊本県阿蘇郡高森町高森2186-1
  TEL：0967-62-3351
・訪問看護ステーションひまわり （熊本リハビリテーション病院併設）
  TEL：096-232-3113
・指定居宅介護支援事業所サンライズヒル （熊本リハビリテーション病院併設）
  TEL：096-232-3115
・通所リハビリテーション  熊リハ病院 （熊本リハビリテーション病院併設）
  TEL：096-232-3970
・通所リハビリテーション南郷谷  〒869-1602  熊本県阿蘇郡高森町高森2186-1
  TEL：0967-62-3351
・熊本リウマチセンター （熊本整形外科病院内）
  TEL：096-366-3666
・菊池地域リハビリテーション広域支援センター （熊本リハビリテーション病院内）
  TEL：096-232-3194
・事業所内保育所くまリハキッズガーデン  〒869-1106 熊本県菊池郡菊陽町曲手760
  TEL.096-233-2720

関連施設

An Encouragement of exercise  Season6  《7》

いつでもどこでも短時間で効率よく効果が得られる

ながら運動 第6シーズンは、骨トレ編です。
骨トレで骨は若返ります！

第7回はセルフ力比べの紹介です。

動運
のすすめ

な らが

【効　果】
・上肢、肩関節、肩甲骨の骨トレ
・かっこいい体（胸部が大きくなります）
・肩こり予防と軽減

1日5秒×3回

広
報
誌 

く
ま
り
は    2025  

春
号  Vol.110  

（2025.1 

発
行
）

しっかり
手のひらを5秒間
押しあうのが
ポイント

手のひら
同士は
開かない

骨トレの基本
「セルフ力比べ」
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